
学校番号 1001 

令和２年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 3年世界史 A 
単位

数 
２単位 年次 ３年次 

使用教科書 現代の世界史Ａ （山川出版） 

副教材等 ニューステージ世界史詳覧 （浜島書店） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・歴史という時間軸を感じる。  

・歴史的事象に「なぜ」の視点を持つ。  

・歴史を背景とした世界の国の諸事情を踏まえ、現在の日本の在り方を考える。 

・第二次世界大戦後の世界の成り立ちと動きを考える 

 

２ 学習の到達目標 

・ 第二次世界大戦後の現代史を中心とする世界の歴史について理解する。 

・ 地理的条件や日本の歴史と関連付けながら，現代の諸課題を歴史的観点から考察する。 

 ・ 歴史的思考力を培い，国際社会で主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

学習活動を通して、

第二次世界大戦後の

世界の諸地域の歴史

過程や文化、その交

流に関心を持ち、学

習活動に自ら積極的

に学ぶ姿勢を培う。 

第二次世界大戦後の

世界の諸地域におけ

る民族・風土・文化を

自ら考察することに

よって理解を深め、

過去から現在へと継

続する歴史過程を適

切に洞察する能力を

身につける。 

教科書や諸資料集か

ら適切な情報を読み

取り、年表・地図の作

成や書き込み教材へ

の記述、授業での発

言をすることで、そ

の理解を深めること

ができる。 

歴史的な事象を、各

地域の歴史である

縦軸と、その伝播・

交流である横軸の

交錯によるものと

してとらえ、すべて

の要素により世界

史が成り立ってい

ることを理解する。 

評
価
方
法 

出席状況・授業態度・

課題への取り組みと

提出、ノートの提出

などで評価 

授業での発言やその

考え方、定期テスト

などで評価 

授業での発言や定期

テスト、課題などで

評価 

授業での発言や定

期テスト、課題など

で評価 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

冷
戦
の
形
成
と
第
三
世
界
の
登
場 

多
極
化
と
緊
張
緩
和 

・戦後の国際秩序 

・冷戦の開始と西側・東側の

動向 

・冷戦の激化 

・冷戦下の安全保障 

・第三勢力の台頭と平和運動 

・「雪どけ」 

・東側陣営の亀裂と西側陣営

の多極化 

・南北問題と第三世界の多極

化 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 ○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

a: 冷戦構造の東西両陣営の領域

形成の過程について感心を持って

学習しようとしている。 

ｄ･c: 冷戦下における東西両陣営

内の安全保障システムと緊張緩和の

試み、東側陣営の分裂と西側陣営に

おける多極化第三世界の台頭に関

する基本的な知識を身につけてい

る。 

書き込み教

材提出 

中間考査 

 

核
戦
争
の
危
機 

 

・核開発と核軍縮の流れ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○  ○ 

 

 

 

a:冷戦構造化における核軍拡と核

軍縮の流れをを理解する。 

b.軍縮を実行した東西両陣営双方

の視点から考察し、文章にまとめ

る。 

d:核開発と核軍縮に関する基本的

な知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

 

期末考査 

２
学
期 

新
冷
戦
と
冷
戦
後
の
国
際
関
係 

・1970 年代の緊張緩和 

・冷戦の再発 

・冷戦の終結 

・冷戦後の世界をとりまく諸問

題 

・冷戦後の経済問題 

・冷戦後の国際協力関係 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:冷戦の終結に向けた東西両陣営

の動きに関して関心を持って学習

しようとしている。 

b:冷戦の終結ついて考察し、文章

にまとめる。 

c:冷戦の終結の際の諸宣言やアジ

ア・アフリカ・太平洋地域における

動向などを図版などの諸資料を用

いて把握しようとしている。 

d:緊張緩和と冷戦の再発に関する

基本的知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

 

中間考査 



 

戦
後
の
南
北
ア
メ
リ
カ
・西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・ア
ジ
ア 

・アメリカ合衆国 

・ラテンアメリカ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:戦後の南北アメリカに関し、ア

メリカ合衆国は歴代大統領の業績

を軸に、ラテンアメリカは各国の

歴史を軸に発展してきたことにつ

いて、関心を持って学習しようと

している。 

b:南北アメリカ・ヨーロッパ・アジ

アそれぞれの性格について、を多

角的に考察し、戦後の国際社会の

方向性と関連付けて考察し、文章

にまとめる。 

c:教科書に掲載されている南北ア

メリカ・ヨーロッパ・アジアの地

図、諸資料などを適切に活用して

いる。 

d: 第二次世界大戦のアメリカ合

衆国とラテンアメリカ諸国・西ヨ

ーロッパ諸国・アジア諸国の性格、

歴史的経過と国際社会に対する影

響に関する基本的な知識を身につ

けている。 

第二次世界大戦後のアメリカ合衆

国に関する基本的な知識を身につ

けている。 

 

３
学
期 

冷
戦
と
第
三
世
界
の
独
立
（年
間
の
振
り
返
り
と
ま
と
め
） 

戦後世界秩序の形成とアジア

諸地域の独立 

米ソ冷戦の激化と西欧・日本

の経済復興 

現在の世界 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 ○ a: 米ソそれぞれの経済協力と軍

事ブロックの形成による冷戦構造

について、関心を持って学習しよ

うとしている。 

b:西欧や日本の経済的な復興や高

度成長を、戦後の国際政治に与え

た影響と関連付けて考察し、文章

にまとめる。 

ｄ：国際連合を柱とした戦後の世

界秩序の形成、ヨーロッパの東西

分断と冷戦体制の確立、冷戦後の

アジア諸地域の独立に関する基本

的な知識を身につけている。 

書き込み教

材提出 

 

期末考査 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現   c:資料活用の技能      d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目において特に重点的に

評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


